
課題検討体制（素案）

名称 主な検討課題（テーマ） 検討メンバー（案）

基本問題
検討ＷＧ

① ICT環境整備、利活用に向けた目標及び効果等指標の設定（工程表策定）
② 教員のICT活用指導力の向上
③ 授業での効果的なICT活用の在り方
④ 教員の授業力を支え、個に応じた学習の充実により教育の質の向上を図るために必要な教材
(コンテンツ・アプリケーション)・システム等の在り方

⑤ 子供たちの情報活用能力を高めるための学習、特に質の高いプログラミング教育のための教科
教育との対応も視野に入れた（コンテンツ・アプリケーション）・システム等の在り方

⑥ ②～⑥を実現していくための官民の協力体制及び役割分担の在り方
⑦ 情報活用能力、プログラミング教育について、特に優れた能力を持つ子供に対する学校外の
追加的な発展的学びの在り方など関連事項 等

◎堀田龍也（東北大学）
○市川伸一（東京大学）

学校・教育委員会関係者
学識経験者（教育学、教科
教育学、教育工学等）
民間企業（教科書会社、教
育コンテンツ・教育ベンチャー、
ベンダー等）
業界団体 等

スマート
スクール
構想検討
ＷＧ

① 教員の負担を軽減し、教育の質改善につながる統合型校務支援システムのモデル化
② 上記に必要な業務モデルの可視化
③ ICTによる学校・学級経営改善支援の在り方
④ 学校の実情に配慮しつつ、安全・安心にデータを管理・利用できるセキュリティの考え方の整理
⑤ セキュリティの考え方を踏まえたネットワークの整備モデル等の在り方の整理 等

◎藤村裕一（鳴門教育大）
○稲垣忠（東北学院大学）

学校・教育委員会関係者
学識経験者（教育工学等）
民間企業（ベンダー等）
業界団体 等

教育情報化
加速化検討
ＷＧ

① 地方公共団体の規模や整備段階等に応じた促進策の検討
② ICT環境整備に向けた教育委員会・学校の体制強化(首長部局との連携を含む)
③ 産学官が連携した地方公共団体・学校に対する支援体制(アドバイザーやICT支援員等)
④ ICT活用に必要なシステム・ネットワーク環境・機器等の推奨仕様や標準化、推進パッケージ
の検討

⑤ 情報端末の保護者負担や家庭用情報端末の学校での利用等の基本的考え方
⑥ クラウド化を含む標準的な調達仕様策定および共同調達・共同運用等の在り方検討
⑦ ICTによる学校・地域連携 等

◎福田孝義（佐賀県）
○小泉力一（尚美学園大
学）

学校・教育委員会関係者
学識経験者（教育工学等）
民間企業（ベンダー等）
業界団体 等

◎主査 ○副主査

資料８

※WGの開催は、原則非公開とする。


